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1．はじめに 

	
 日本における鉄軌道の総延長距離は約 28,000 km

に及び，鉄軌道輸送としての社会基盤建設において

膨大な量の物質が投入・蓄積されている．今後もリ

ニア開通に伴い鉄道のマテリアルストックの増加が

予想され，同時に物質の投入・廃棄のみならず，大

量の建設発生土の発生が予想される．トンネル掘削

時に生じた建設発生土は建設リサイクル推進計画

(2002年)に伴い，盛土や埋め立て，サービスエリア

などの用地拡幅として用いられ，その有効利用率は

80%に達する 1)．残りの 20%は産業廃棄物として処

分されるが，建設発生土の運搬に伴う排出ガスや化

石系燃料の消費だけでなく，土地改変に伴う環境負

荷は甚大である(Douglas etal, 2001)2)．鉄軌道建設の

際に投入された物質量および，建設発生土を推計す

ることにより，潜在的な廃棄物となる物質の把握，

および計画段階での建設発生土量の予想が可能とな

る．谷川ら(1995)3)は，統計データより建設活動量を

求め，資材投入原単位より日本国内に蓄積されてい

る物質量を推計した．Hashimoto etal. (2007) 4)は日本

全国の鉄道のマテリアルストックを推計しているが

軌道部のみを対象としており，軌道の下部構造は考

慮されていない．白石ら(2008)5)は地理情報システム

（GIS: Geographic Information System）と数値標高モ

デル (DEM: Digital Elevation Model)を用いることで地

表面の標高変化に着目し土石流に伴う土砂移動分析

を行った．しかしトンネルなど地下構造物の建設に

伴う掘削土量の推計はされていない． 

	
 そこで本研究では，日本の鉄軌道輸送システムに

着目し，愛知県の鉄軌道におけるマテリアルストッ

クおよび建設発生土量の把握とし，鉄道軌道と下部

構造における物質蓄積量，および掘削土量の定量化

を行った． 

２．鉄道に関するマテリアルストックの推計方法 

	
 研究手順を図-1に，建設資材投入原単位を表−1

に示す．数値標高モデルには国土地理院が作成した

基盤地図情報 10mメッシュからラスタサーフェスモデ

ルを作成した．ラスタサーフェスモデルと鉄軌道の標

高が挿入された 3 次元ライン（一般鉄道 1,2，新幹線，

地下鉄）を重ね合わせ，地上部とトンネル部に分類し

た．さらにラスタサーフェスモデルと鉄軌道との標高

差より，地上部を盛土と橋脚部に分類した．橋脚部に

関しては高さによって 2種に分類することでより詳細

な分析を行った．分類した構造物の各総延長距離を算

出した後，原単位を乗じることで愛知県の鉄軌道と下

部構造における資材蓄積量および掘削土量を求めた．

鉄道の軌道部の原単位，路線数については田中ら

(2013)6)を参考にし，下部構造の原単位及びトンネルの

断面積については東海道新幹線の実績値を用いた． 

 

 
	
 

図-1	
 研究手順	
 

	
 

表−1	
 鉄軌道の原単位	
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表-2	
 各軌道及び構造物の総延長距離 

 

表-3	
 各資材の蓄積量と掘削土量 

 

 

３．推計結果及び考察 

	
 表-2に愛知県の鉄軌道における各鉄道のトンネル，

部，盛土，高架橋(高・低)の総延長距離を示す．ト

ンネル部は 273km，盛土は 66km，高架橋(低)は

107km，高架橋(高)は 636kmとなった． 

	
 	
 表-3に総延長距離および原単位より算出した各

資材の蓄積量および掘削土量を示す．鉄軌道輸送シ

ステムを支えるマテリアルストックとして，コンク

リートが 7.900万m3，鉄が 8090万トン，セメント

が 90万トン，木材が 110万トン，砂利・砕石が

3760万トンが蓄積されていることが示された．ま

た，愛知県におけるトンネル部の掘削工事では

1990万m3の土量が発生した．地上部において，盛

土で必要となる土量は 5300百万m3となり，域内利

用においても建設発生土が 1460百万m3ほど過剰と

なると示された．統計データを用いた既往研究では

明らかにされなかった土量について，トンネル掘削

における建設発生土の多くは場外で利用されたこと

が示唆された．  

 

４．終わりに 

	
 本研究の結果，愛知県の鉄道の軌道及び下部構造

におけるマテリアルストック，また掘削土量を定量

化し，鉄道建設に関わるマテリアルストック・フロ

ーを把握した．既往の研究では考慮されていない鉄

軌道の下部構造に着目し，GISを用いることでトン

ネル部を抽出し，地上部については下部構造を盛土，

橋脚と判別することが可能となった．そして一般鉄

道，新幹線，地下鉄建設における掘削土量，盛り土，

コンクリート，鉄，セメント，木材，砂利，砕石の

量を示した．今後，マテリアルストック推計に加え，

廃線などを考慮した年代ごとの物質循環を把握し，

検討する必要がある． 
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